
NFクリーナー洗浄作業行程（シャワーリング処理） 

                               基板の流れ 

 

第 4水洗槽  第 3水洗槽  第 2水洗槽  第 1水洗槽    現像機 

汚染度    (低)         （中）        （高） 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

                                    

① 汚染度の高い【ひどい】第 1水洗槽にＮＦクリーナーを 5～６倍稀釈にて建浴液します。 

（シャワーノズルは内壁に当たるよう向きを変えてみてください。） 

 

② シャワーポンプＯＮ処理運転をして下さい。（１５分～３０分：汚染状況より時間設定してください） 

  【カビ（黒色状）に本液がかかるとカビが死滅して変色します。ポンプの水流のみで落ちない場

合はブラシ等でこすって見て下さい。】 

   

③ 洗浄終了したら第 2水洗槽に液を移し処理薬品として使用してください。 

  （汚染度、薬品の持出し量にもよりますが処理後次々移送して使用） 

  （ハンディーポンプ等使用の上次ぎの槽へ移送のこと） 

洗浄廃液は廃水設備放流又は下水放流してください。 

 

④ 洗浄後水洗を十二分に行って見てください。 

（各槽（タンク）の発泡、スケール残渣がなくなるまで行ってください） 

（約水運転を各槽それぞれ５回～７回入れ替えるイメージです。） 

※水洗の際は水洗ラインの機構にもよりますが第 4水洗槽から水を入れて第 4、第 3、第 2、第 1 

 水洗槽へとオーバーフローさせながらポンプ運転して水処理を行ってみてください。 

 （約水運転を各槽それぞれ５回～７回入れ替えるイメージです。） 
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